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1977年愛知県生。情報工学（主に仮想現実感技術）。工学修士。 

 

コンピュータグラフィックスによるキャラクタアニメーションやバーチャルリアリティ（仮想現実感）に

関する研究に従事。現在、モーションキャプチャシステムを用いたバーチャルアバタとのインタラク

ションに関する研究を行っている。 

最近の論文に｢バーチャルダンスコラボレーションシステムのための実時間動作認識」（共著、

「映像情報メディア学会誌」 Vol.62、No.6、2008）、国際学会での発表に「Real-Time Recognition 

of Body Motion for Virtual Dance Collaboration System」（共同発表、17th International Conference 

on Artificial Reality and Telexistence (ICAT 2007)、November, 2007.）がある。 

 

【発表要旨】 

「バーチャルダンスコラボレーションシステムのための音楽からの感性情報抽出」 

Extraction of emotional information from music for Virtual Dance Collaboration System

 

我々はライブダンサーとバーチャルダンサーがダンスコラボレーションを行うことのできるシステム

を提案している。現在までに提案したシステムでは、ライブダンサーは音楽に合わせてダンスを踊

るが、バーチャルダンサーはデータベース中の動作クリップから動作を選び出している。しかし、ダ

ンス動作は音楽から大きな影響を受けるため、コラボレーション中に音楽が変化した場合、バーチ

ャルダンサーの動作もそれに伴って変化する必要がある。 

 本研究では、音楽から感性情報を抽出し、その感性の変化に伴いバーチャルダンサーの動作を

再構築することを目指す。 

 

立命館大学 若手研究者インターナショナル・トレーニング・プログラム 

「文化遺産と芸術作品を災害から防御するための若手研究者国際育成プログラム」 

若手研究者 ITP 2008 年度派遣者成果報告会（2009.2.28） 


